
1.人口の視点－「地方の所得を上げる」

2.財政に関する視点－「将来に残すべきもの」

3.若者の政治参加についての視点－
「様々な世代の意見が反映されるまちづくり」



1.人口の視点

・現在は生産年齢人口と高齢者人口が均衡しており、経済成長率はマ
イナスになってもおかしくないがプラスとなっている。これはまだ
ポテンシャルがあるということ。

・各自治体が移住者の増や若者の活躍などを提唱しているが、待ち受
けているのはシビアな人口減少。

・皆さんと考えたいのは、人口減少は打破できるものではないがこれ
を前提として地方の所得を上げる、まちを安定的に維持する方策。



1.人口の視点
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社人研推計準拠

【出典：実績 総務省統計局「国勢調査」、将来推計 社人研推計準拠】

年 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 2065

総数 19,607 17,856 16,110 14,429 12,837 11,293 9,848 8,561 7,396 6,327 5,352

（再掲）0～14歳 1,995 1,685 1,419 1,197 1,017 873 735 612 511 433 368

（再掲）15～64歳 10,475 8,958 7,877 6,925 5,994 4,974 4,164 3,508 2,932 2,422 2,034

（再掲）65歳以上 7,137 7,213 6,813 6,306 5,826 5,446 4,950 4,441 3,953 3,472 2,949

（再掲）75歳以上 3,792 3,772 4,064 4,098 3,783 3,387 3,036 2,885 2,645 2,331 2,009



討議テーマ
１.人口の視点 －「地方の所得を上げる」

○想定される課題、変化
例）働く人全体が減る、子供が減り教育関係の仕事が減る・・・・

○想定される解決法



討議テーマ
１.人口の視点 －「地方の所得を上げる」

結 論
○理想とする所得が高いまちの姿


